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•会社概要
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その他
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企業理念

私たちは

・地域の豊かな未来の実現に貢献します。

・新たなサービスの創造に果敢に挑戦します。

・自らを磨くとともに夢と活力ある集団を目指します。
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サービス提供エリア
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会社概要

• 株式会社中海テレビ放送社名

• 本 社 〒683-0852 鳥取県米子市河崎610

• センタｰビル 〒683-0812 鳥取県米子市角盤町1-55-2

• コムコムスクエア 〒683-0061 鳥取県米子市四日市127-1

所在地

• 4億9千3百万円資本金

• 昭和59年11月20日会社設立

• 平成 元年11月 1日
( 放送施設設置郵政省より許可 第 31001 号 平成 元年 2 月 10 日 )

開局

• 代表取締役社長 加藤 典裕代表者

• 米子市・境港市・日吉津村・伯耆町・日南町・南部町・大山町・日野町対象地区

• 米子市・境港市・日吉津村・伯耆町・日南町・南部町・大山町・日野町
(株)山陰合同銀行 (株)鳥取銀行 (株)島根銀行 米子信用金庫 (株)新日本海新聞社
(株)山陰中央新報社 他、地元を中心に法人・個人１２1社(名)

主な出資者

• 有線テレビジョン放送 平成 元年２月１０日

• 第１種電気通信事業許可 平成１２年５月１６日

• 小売電気事業者登録 平成２７年１２月２８日
事業許可



6Conpyright © 2025 株式会社中海テレビ放送 All rights reserved

•サービス紹介
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中海テレビ放送のサービス

インターネット

モバイル

固定電話

電力

放送

カルチャーセンター
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カルチャースクール

令和3年7月15日オープン
「人がつながる。心と体が健康になる。
人生が豊かになる場所。」
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地域BWA ChukaiインターネットAir

月額2,500円にて地域BWA商用サービス
「Chukaiインターネット Air」提供
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地域BWA活用
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令和6年度地域デジタル基盤活用推進事業

地域の置かれている現状、課題
 水害（高潮や河川、水門の閉塞）の現地
確認を行政職員が現地に赴き実施している。

 水害に関する注意報が発生した際に、現地
が危険な状況の場合あり。

以下の二点を実現させ、防災レジリエンスの強
化を目指す。

1. 河川、湖面、海岸等の遠隔監視による行政
職員の現地巡回の負担削減

2. 避難所Wi-Fiの提供による避難所通信イン
フラの整備

目指す姿

地域BWA通信を用いて目指す姿を構築



12Conpyright © 2025 株式会社中海テレビ放送 All rights reserved

システム概要

• ◆河川、湖面、海岸等の遠隔監視→地域BWA回線を用いたライブカメラ整備
地域BWA基地局を整備し、ライブカメラの映像を行政職員がいつでも確認することが
可能。

• ◆避難所Wi-Fi→地域BWA回線を用いたWi-Fi整備
避難所にいる住民が携帯回線以外でもインターネットを用いて情報収集が可能。また
行政職員の通信手段の確保にもつながる。

整備内容
基地局4局
ライブカメラ5カ所
避難所Wi-Fi5カ所
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整備箇所(境港市)

BWA基地局
地場スーパー跡地

ライブカメラ
寄合前橋

BWA基地局
中浜公民館

避難所Wi-Fi
中浜公民館

ライブカメラ
御崎灘橋

避難所Wi-Fi
中浜小学校

避難所Wi-Fi
渡小学校

避難所Wi-Fi
渡公民館

ライブカメラ
八幡川

ＢＷＡ基地局
渡西会館

ライブカメラ
渡排水機場

避難所Wi-Fi
誠道公民館

境港市役所

他、米子市皆生地区へ
基地局1局
ライブカメラ1台を整備
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整備イメージ

ライブカメラ映像
閉塞や水位の確認

BWA Wi-Fi端末
必要な際に電源オンだけで

システム稼働
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今後の課題、拡充について

• 基地局やライブカメラには当然電力が必須。整備箇所によっては、
電力供給が困難な場合も考えらえる。

• ライブカメラにはソーラーパネル搭載の地域BWA対応のものもあり。
整備がより容易になることで、ライブカメラの拡充が見込める。

電源確保

• 地域BWAを拡大していくには、基地局整備が必須。行政との協力体
制が構築できれば、行政所有地への基地局整備にもつながる。

• 河川監視以外にも不法投棄対策などの有線でのネットワーク構築
が困難な場所はあるので、今回のような遠隔監視のニーズはある
と考えられる。またライブカメラ以外の活用、例えばIoTネットワーク
への地域BWA網の活用なども考えられる。行政の様々な部門へ課
題やニーズのヒアリングから新たな地域BWA活用案が誕生する可
能性あり

行政との協力体制



ご清聴、ありがとうございました



地域ＢＷＡを活用した
遠隔監視カメラの導入

三重県員弁郡東員町の事例

株式会社 ラッキータウンテレビ

okamoto@lucky-towntv.co.jp
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東員町プロフィール

三重県員弁郡東員町

三重県の北部に位置

東は桑名市、西はいなべ市、南は四日市市に隣接

東西５キロメートル、南北７.３キロメートル、

総面積２２.６８平方キロメートルの

行政区域を有する都市近郊農村

人口：２５,７１０人

世帯数：１０,４０４世帯

【2025年4月末日現在】
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地域ＢＷＡ導入の経緯

・２０１９年９月、線状降水帯が町の上空に流れ込み、３時間に２３５ｍｍという集中豪雨

・員弁川の支流が氾濫、町内の一部地区で県内初の「警戒レベル５」の災害発生情報を発令

・家屋全壊１棟、床上浸水１０棟、床下浸水５０棟など多くの被害を受けた
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地域ＢＷＡ導入の経緯

東員町の課題

①災害時に人員が限られている中、危険個所などの現場の状況を迅速に確認できること

②平時でも行政事務のリモートワークを可能とするセキュアな無線環境を構築すること

・災害時における情報収集は大部分において目視に頼っている

・大規模災害時において限られた人的資源での対応では不十分

東員町内で導入実績もあり耐災害性が高い地域ＢＷＡを活用し

無線通信環境を町内全域で構築

災害情報などの収集に遠隔監視カメラ導入を提案

ラッキータウンテレビの提案
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地域ＢＷＡ導入の経緯

①地域ＢＷＡで町内全体をカバー

→既設１基地局に加え７基地局を追加設置

③河川や幹線道路など１４か所に

計１７機の遠隔監視カメラを設置

②サブセンターを２ヶ所設置
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地域BWＡ基地局 写真

防災ポール BWA基地局

三和小学校屋上 BWA基地局

稲部小学校屋上 BWA基地局東員町役場屋上 BWA基地局

東員町役場サブセンター設備
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遠隔監視カメラ概要

一般向けには定点カメラとしてラッキータウンテレビＨＰから確認
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遠隔監視カメラ概要

直近での冠水時の様子

２０２５年９月１２日平時の日中
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その他活用事例

■出先機関での利用 ■役場職員のリモートワーク

での利用

遠隔地の施設、公民館など 職員の業務効率改善



地域BWA推進協議会セミナー
地域BWAやローカル5Gを活用した防災ソリューションのご紹介

株式会社ハートネットワーク



弊社の概要
株式会社ハートネットワーク 株式会社SHINPU
■本店所在地  
愛媛県新居浜市坂井町２丁⽬３番１７号
■設⽴
昭和63年３⽉17⽇  会社設⽴（ハートネットワーク）
令和7年5⽉29⽇ 会社設⽴（SHINPU）
■事業内容
・ケーブルテレビサービス事業
・電気通信サービス事業
・コミュニティラジオ放送事業
・ICTまちづくり事業
・公共施設管理・運営事業（指定管理） 等
■ケーブルテレビ・電気通信サービスエリア
愛媛県新居浜市・⻄条市
■従業員
正社員 ３５名



地域に根差した取り組み

時期 地域インフラ 主な取り組み

2011年 地域BWA 新居浜市防災情報IP告知システム、河川監視システム（カメラ・⽔位）の構築

2016年 地域BWA ⻄条市防災情報IP告知システム、河川監視システム（カメラ・⽔位）の構築

2017年 コミュニティラジオ コミュニティラジオによる防災災害情報伝達（消防庁事業）

2019年 － データ利活⽤型スマートシティ推進事業への取り組み（総務省事業）
「データ連携基盤構築」、「地域ポイントシステム構築」

2021年 LPWA スマート陸上養殖（新居浜市研究開発補助⾦事業）

2022年 － デジタル⽥園都市構想 MaaS（デマンドタクシーのDX化等）、「市⺠健康増進アプリ」

2022年 － デジタル⽥園都市構想 「SDGs推進モデル地域通貨システム構築」（⻄条市SDGs推進協議会）

2022〜2023年 － トライアングル愛媛 「バスロケーションシステムの開発・実装」

2022〜2023年 LPAW、地域
BWA トライアングル愛媛 「安⼼・安全⾒守りサービス」

2023年 光回線、Wi-Fi デジタル⽥園都市構想 「マイナンバーカードを活⽤した避難所チェックインシステム等構築」

2022年 ローカル５G 総務省ローカル５G活⽤実証事業 「ローカル５G及びAIを活⽤したプラント内のIOT・DX化」

2024年 ローカル５G 総務省地域デジタル基盤整備事業 河川氾濫予測システム・駐⾞場満空検知システムの構築等

2025年 － 新居浜市の地域ポイントシステムと⻄条市のシステムを統合

地域のインフラを最⼤限に活⽤し様々な分野のICT化やDX化に取り組んできました



スマートシティに取り組む必要性・推進のメリット
都市・地域全体のDXを推進するスマートシティへの期待
多くの都市、地域においては、⼈⼝減少・⾼齢化・災害多発・新たな感染症リスク等の様々な社会課題に直⾯してい
ます。
これらの諸課題に対して、デジタルテクノロジーを活⽤した課題解決が期待されており、都市や地域全体のデジタル
化を図り、地域の抱える諸課題の解決を⾏う“スマートシティ”が必要とされています。

⼈⼝の減少や⽼齢⼈⼝の増加、商業
活動の鈍化、公共交通機関の利⽤低
迷、⽔害、⼟砂災害への対策や⼦供・
⾼齢者の安全な環境整備を重要な課
題と位置づけ

新居浜市では、2020年度よりデータ
利活⽤型スマートシティ計画を推進し
ており、基本計画に基づき、都市OSを
ベースに様々なデジタルサービスを実施



【データ連携基盤活⽤事例】
新居浜市は、新居浜市スマートシティ推進協議会と共に
市⺠・団体・企業・⾏政が共同利⽤できる新居浜市共通
プラットフォーム（データ連携基盤）を構築しました。
2019年以降、防災データを中⼼に利⽤を開始し、2024
年度には⺠間企業により交通・⽣活・防災分野のデータ
連携・分析にも取り組まれています。

防災・健康・交通・経済等
関連情報

⼀般住⺠

関係者新居浜市が構築

⼀般住⺠

企業・団体 新居浜市 企業 団体

市⺠・団体・企業・
⾏政で共同利⽤

地域の情報インフラの重要性

引⽤︓株式会社インテック資料



BWA整備基地局

新居浜：２６局 西条：１０局



BWA基地局機器

アンテナ②（オムニ） 無線機＋整流器

無
線
機

電柱
整
流
器

アンテナ①（オムニ）



地域BWA基地局整備

小学校屋上

自治体所有地自治体所有の鉄塔



BWA防災システム
平成２４年度 新居浜市導入完了、平成２７年度 西条市導入完了





水位観測所１２ヶ所に設置し、リアルタイムで周辺の映像を監視するシステム。

⚫BWAでカメラと市役所を接続。
⚫市役所からの遠隔操作により、リアルタイムで河川監視を行うことはもちろん、
必要に応じて屋外スピーカー及び赤色回転灯を通じて周囲に注意喚起すること
も可能。

⚫J-Alert（全国瞬時警
報システム）とも連動。

⚫無線室・本部PCでカ
メラ操作が可能。

⚫上記PC以外でも庁内
関係課30ヵ所で閲覧可
能。

外観

無線室

水防本部会議

水位監視カメラ



IP告知端末設置例

屋内受信機

IP告知
端末

Wi-Fi
ルータ

広報
ｽﾋﾟｰｶｰ

自治会館放送施設

BWA屋外受信機の設置例



市役所、支所等

消防本部

〔放送種類〕
・行政放送
・防災、災害放送
・ホットライン

防災・災害時伝達システム（ホットライン補完）

◇IPインターカム機能
・各インターカム同士で通話ができます。
・自動着信機能により呼び出しが可能です。
・1グループ16台までの登録が可能です。
・グループ化により一斉呼び出し、１：ｎの放送が可能です。

IPインターカム
IPインターカム

市内企業工場

BWA
受信端末BWA

受信端末

市内企業

センター局

自治体ＩＰインターカム（ＩＰ内線電話）ネットワーク

IPインターカム

BWA
受信端末

BWA
基地局



河川氾濫予測システム連携（総務省地域デジタル基盤整備事業活⽤）

• ⼤規模災害発⽣時においては、災害対策本部でも情報が混乱し避難⾏動を促す情報伝達の体制構築や詳細な情報提供に遅れが⽣じる。
• ⾼齢者や障害者など避難誘導が必要な要援護者（約300⼈）が地域の⽀援を受けられず避難できない恐れがある。
• 2023年度の⼤⾬時、避難指⽰が発令された際の避難率は17％と低調である。

• 新居浜市IoT推進ラボが主体となり、⼤⾬災害時に河川の氾濫時刻をシステムで事前に予測し、⽔防本部職員の負担軽減を図ると共
に、要援護者を中⼼に市⺠の早期の避難を実現させる。

【地域の課題】

AIサーバ

L５G
基地局

AIカメラ

データ連携基盤

AI

映像・⾬量・⽔位データ

⽔位センサー

過去の
データ

分析
データ

ダッシュボード 要援護者

避難指⽰

⽔防本部

避難

氾濫予測

【河川氾濫予測システムイメージ】

【⽬的】

【システム概要】
⽔位・⾬量データ及びAIカメラ映像
データをリアルタイムにローカル５
G経由でAIサーバに送信・蓄積させ、
過去の⽔位・⾬量データや河川断⾯
CADデーとをAI分析により未来の⽔
位を⾃動で導き出し、氾濫時刻を予
測するシステム。
• 取得したデータは、継続的に使
⽤するため新居浜市データ連携
基盤に蓄積させる。

• また、予測した氾濫推定時刻は、
公式ダッシュボードで市⺠に公
開する。



【課題】
災害時の避難所運営では、避難者の確認やケア、災害状況の本部との連携、物資の調達・配給などの対応で
現場職員負担が⼤きい。→ 避難受付のシステム化により、避難所運営の効率化と⼈⼿不⾜の課題解決
【システム概要】
避難所チェックインシステムは、避難者の避難登録をシステム化することで、避難者の確認や避難情報集計を効
率的に⾏い、避難情報を円滑に共有し情報の錯綜や混乱を抑⽌、現場職員負担を軽減することができるシス
テムです。

マイナンバーカードを活⽤した避難所チェックインシステム（デジ⽥活⽤）

システムイメージ

避難所

・避難者スマホで避難登録

・職員PCから避難・退所登録や情報確認
情報⼊⼒

最⼩構成（システムサービスのみの導⼊で利⽤可）
ウェブブラウザが利⽤できる端末があれば、新規で端末導⼊
せずに避難登録のシステムを各避難所で利⽤できます。

避難所QRコードを読込み
避難登録ページを表⽰

マイナンバーカード避難登録を導⼊したい場合
・避難登録端末を導⼊いただくと、
避難者はマイナンバーカードで避難
登録いただけます。

マイナンバーカード・運転免許証避難登録を導⼊したい場合
・避難登録端末顔認証仕様を導⼊いただくと
避難者はマイナンバーカードや運転免許証で
避難登録いただけます。

避難登録

避難登録

防災情報システム・ダッシュボードと連携

【検索結果】
避難者名︓新居浜太郎
住所︓新居浜市⼀宮町

〇〇公⺠館避難者

避難者検索システムWEBアプリ
避難者本⼈が承認した
家族等のみ閲覧可能

パソコン スマホ

定期的表⽰
・避難者数
・避難世帯数

避難所チェックインサービス マイナポータル閲覧サービス

クラウドサーバ

インターネット
避難者

マイナンバーカード

タッチ

チェックイン
OK

職員による避難登録スマホでQRコード読み込み

【スマホによるチェックイン】

マイナンバーカード・
スマホがない場合

【マイナンバーカードによるチェックイン】

スマートフォン

データ連携基盤



マイナンバーカードをかざすだけ︕
スムーズ避難で安⼼をサポート

マイナンバーカードを
かざすだけで避難登録

マイナンバーカードを持って
避難所へ︕

スマホのQRコード読み取りでも
避難登録ができます。

※アプリインストールは不要です。※PIN番号（暗証番号）の⼊⼒は不要です。

ピッ︕
ピッ︕

マイナンバーカード利⽤ 避難所受付システムイメージ



マイナンバーカードのQRコードを
ICカード情報と同時に読み取ることで
PIN番号⼊⼒なしで登録できます。

✔マイナンバーカードをかざすだけで避難登録ができます。
✔PIN番号（暗証番号）の⼊⼒なしで、登録が可能です。

マイナンバーカードで簡単避難登録

避難者

マイナンバーカードをかざすだけ

Point１



・避難者スマホで避難登録

・職員PCから避難・退所登録や情報確認
情報⼊⼒

✔各避難所にあるQRコードをスマホで読み取ることにより、避難者
登録ができます。
✔専⽤アプリの事前インストールなしで、誰でも避難登録可能です。

避難所QRコードを読込み
避難登録ページを表⽰

スマホのQRコード読み取りで避難登録

職員が⼊⼒補助、⽤紙記載との併⽤

Point2



避難者名簿サンプル

⾃動的に避難者名簿を作成
✔避難所ごとに避難者リストを作成、ファイル出⼒可能
✔開設・閉設情報、収容⼈数把握
避難者数、世帯数の集計（データ連携基盤連動オプション）
✔受付窓⼝作業効率化・職員の省⼈化

Point3



before After

Ø 避 難 者 が ⽤ 紙 に ⽒ 名 ・ 住 所 を 記 ⼊

Ø 職 員 が ⼿ 作 業 で 情 報 整 理

Ø 集 計 ・ 共 有 に 時 間 と 労 ⼒ が 必 要

Ø 重 複 記 ⼊ や 記 ⼊ 漏 れ の リ ス ク も

Ø 避 難 者 登 録 時 間 短 縮

→ カ ー ド で 即 チ ェ ッ ク イ ン （ 約 5 秒 ）

Ø ⾃ 動 で デ ー タ 集 約

Ø D X 化 に よ る 省 ⼒ 化 → 職 員 の 負 担 軽 減

Ø 正 確 ＆ 迅 速 で リ ス ク 軽 減

避難所チェックインシステム導⼊による変化





データ連携基盤コンセプト

AWS＋FIWARE＋独⾃開発

データ収集
GeoJSON/Shapeファイル/
CSV/XML/html

データ変換
多様なデータフォーマットの
差異を吸収し
共通フォーマットへ変換

データストレージ
データを蓄積

ダッシュボード
オープンデータや
庁内に眠っているデータを
広く公開して利活⽤

あつめる 変換する ためる つかう

IoTによるリアルタイムデータやオープンデータ等様々なサービス・ソリューションと連携し地域の暮らしに
関連するデータをインターネットを介したブラウザ等で可視化できるデータ連携基盤を中⼼とした株式
会社インテックのクラウドサービスを利⽤しています。

引⽤︓株式会社インテック資料



データ連携基盤の必要性やメリット

個別最適化から全体最適化による価値創出

スマートシティの推進を進めるうえで、各分野でサイロ化されたシステムの乱⽴を防ぎ、複数のサービスが積極的に協⼒しあえるデータ連携基盤が
必要となります。データ連携基盤は各団体・分野が保有する情報を相互に連携することで、新たな価値創出と利便性向上が期待できます。

l 居住地と勤務地が都市をまたぐ場合でも、広域的サービスを提供可能

（例）災害時のアラート、最寄りの避難場所の案内が広域的にできる
l 横展開により、新規のシステムを早く、コストを抑えて構築できる

防災

都市間の連携

l 分野や組織の垣根を越えてデータの活⽤が可能となり、⾼度なサービスが提供可能
（例）⼩学⽣の通学路の通⾏実績、道路⼯事予定、危険ヵ所（ヒヤリハット）の
データ等の組み合わせで安全・安⼼なまちづくりや防犯対策の⾼度化を実現

l 各サービスをデータで連携させることで、ワンストップ・サービス化が可能
l 誰でも、低コストでサービスを開発することが出来るようになる

分野間の連携

サービスの連携

防災

防災

道路⼯事

通学路地域通貨

⼦育
アプリ

国/県

A市

B市

C市

C市

住⺠視点

引⽤︓株式会社インテック資料



• ハザードマップ（洪⽔・⼟砂災害・津波）、センサー、カメラ等のリアルタイムデータをまとめて表⽰
• 避難所の位置や避難所開設時の収容状況をリアルタイムに表⽰
• センサーやカメラで取得したデータをAI解析により利活⽤することも可能（河川氾濫時間予測）
• ⺠間が取得するデータ（⼤気観測データ）と連携した表⽰も可能

データ連携基盤によるメリット
情報の集約と公開、利活⽤（防災分野）

河川⽔位画像 避難所開設情報

⼤気観測データ 河川氾濫予測データ



●レイヤ操作

地図の切り替え

センサーの情報

国交省の情報

オープンデータ

気象庁の情報

閾値超えメール発報

●⽬的別に情報を公開
●画⾯切り替え（map／dashboard）

●カメラ画像
●状況変化でアイコンの⾊を変更可

●詳細情報表⽰

汎⽤的なダッシュボード機能（株式会社インテック提供）

ダッシュボード活⽤事例

引⽤︓株式会社インテック資料



凡例のビジュアルをわかり易く表⽰

ダッシュボード活⽤事例



防災ダッシュボード_防災情報をリアルタイムにわかり易く表⽰

防災情報システム連携

防災メニューを
チェックすると
アイコンが表⽰

避難所開設情報



避難所管理（チェックインシステム）ー防災情報システム連携

②リンク先に遷移して閲覧できます。

スマートシティ ダッシュボード

避難者

避難登録
OK

マイナンバーカードをタッチ

①チェックインすると⾃動的にカウントされます。

避難者名簿 ◀クリック

※市役所職員等権限移譲者のみ閲覧可
（避難者名簿をダッシュボードと連携させるかは中検討）

①
②

防災ダッシュボード_避難情報をリアルタイムに⾃動で表⽰



データ分析・活⽤_BIツールでの可視化と分析

（例）駐⾞場満空データを⾬量
データと組み合わせ、BIダッ
シュボードで可視化

■取得したデータをデータ連携
基盤に蓄積。ダッシュボードで
可視化しています。
■蓄積したデータを利活⽤した
EBPMによる、地⽅交通の課題
解決が期待されています。

蓄積したデータを利活⽤したEBPM※による、地域の課題解決が期待されています。
※ Evidence Based Policy Making 内閣府が推進している、エビデンスに基づいた政策⽴案



データ分析・活⽤_BIツールでの可視化と分析活⽤事例（避難所利⽤）

n 避難所開設時の避難所チェックインシステム取得データを属性、時間、場所さらに⾬量・河川⽔位等と組み合
わせ可視化

n 分析結果から、避難指⽰に関する課題や改善点等を検討



オープンデータへの取り組み

政府推奨の⾃治体標
準オープンデータ
セットを地図情報に
公開する

既設の道路カメラや
河川監視などの情報
を公開する

センサーやカメラの
新設などリアルタイ
ムの情報を公開する

国・県・他都市の
オープンデータを
組織超えて公開する

オープンデータ
公共施設⼀覧
⽂化財⼀覧
指定緊急避難場所⼀覧
地域・年齢別⼈⼝
⼦育て施設⼀覧
・・・・・

気象庁
⾬量・降雪量

国
ハザードマップ、境界

他⾃治体
オープンデータほか

道路カメラ、河川⽔
位、河川監視カメ
ラ・・

バス運⾏状況、ごみ収
集状況、除雪状況・・

アップロード
CKAN利⽤

APIやWEBスクレイピング他

アップロード
CKAN利⽤
API他

リアルタイムデータの重ね合わせによる更なる利活⽤・価値創出を推進

官⺠データ活⽤推進基本法によりオープンデータに取り組むことが義務化され、地⽅公共団体や⺠間事業者ではホームペー
ジやデータカタログサイトへの情報公開に取り組まれています。今後、これらの情報やリアルタイムデータ等を重ね合わせ
することでデータ分析・EBPMの推進、市⺠への情報公開によりオープンデータの更なる利活⽤・価値創出を推進します。

市⺠・事業者へ公開

引⽤︓株式会社インテック資料



ご清聴ありがとうございました。
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